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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第94期

第３四半期連結
累計期間

第95期
第３四半期連結
累計期間

第94期

会計期間
自 2020年４月１日
至 2020年12月31日

自 2021年４月１日
至 2021年12月31日

自 2020年４月１日
至 2021年３月31日

売上高 （百万円） 142,740 172,392 204,714

経常利益 （百万円） 2,469 3,285 8,277

親会社株主に帰属する四半期

（当期）純利益
（百万円） 2,544 1,706 7,378

四半期包括利益又は包括利益 （百万円） 5,850 9,447 16,586

純資産額 （百万円） 87,301 102,236 95,914

総資産額 （百万円） 210,870 245,158 226,066

１株当たり四半期（当期）純利

益
（円） 39.02 26.16 113.14

潜在株式調整後１株当たり

四半期（当期）純利益
（円） － － －

自己資本比率 （％） 36.22 37.40 37.66

 

回次
第94期

第３四半期連結
会計期間

第95期
第３四半期連結
会計期間

会計期間
自 2020年10月１日
至 2020年12月31日

自 2021年10月１日
至 2021年12月31日

１株当たり四半期純利益 （円） 61.75 7.02

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。

 

 

２【事業の内容】

当第３四半期連結累計期間において、当社及び当社の関係会社が営む事業の内容について、重要な変更はありませ

ん。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

当第３四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。また、前事業年度の有価証券

報告書に記載した事業等のリスクについて、重要な変更はありません。

 

２【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社及び連結子会社、以下

同じ）が判断したものであります。

 

(1) 財政状態及び経営成績の状況

当第３四半期連結累計期間（2021年４月１日～2021年12月31日）における世界経済は、新型コロナウイルス感染

症の感染拡大に収束が見られず、厳しい状況が継続いたしました。また、自動車業界では完成車メーカーを中心に

半導体不足の影響による大幅な生産変動が見られたほか、鋼材価格や物流コストをはじめとする世界的なインフレ

傾向が顕在化してきております。

一方、当社グループにおきましては、電動化による変化をチャンスと捉え、コア事業であるモビリティ事業の強

化に加え、継続的な改善活動やＤＸ（デジタルトランスフォーメーション）によるコスト削減や生産性の向上に努

めております。さらに、社会課題の解決に寄与する新規事業の創出に積極的に取り組んでおります。当期10月に

は、当社の所在する東三河地域でスタートアップ支援に関する様々な活動を行っている企業・大学・行政機関など

で構成される「東三河スタートアップ推進協議会」に参画いたしました。また、北米やアフリカなど世界各地にお

いて、スタートアップ企業との協業によるオープンイノベーションを推進しております。今後も、社会の多様なス

テークホルダーと連携しつつ、テクノロジーへの情熱とイノベーションを生み出す知恵をあわせて、人と環境が調

和した豊かな地球社会の実現に向けて貢献してまいります。

このような状況の中、当連結会計年度においては、足元の生産変動に対し、グローバルで変動費、固定費の管理

に取り組むとともに、当第４四半期以降の生産回復も視野に入れたオペレーションの最適化に引き続き注力してま

いりました。

この結果、第３四半期連結累計期間における連結売上高は172,392百万円（前年同期比20.8％増）の増収となり

ました。利益面では、連結営業利益は3,147百万円（同36.3％増）の増益となりました。連結経常利益は3,285百万

円（同33.0％増）の増益となり、親会社株主に帰属する四半期純利益は、1,706百万円（同32.9％減）の減益とな

りました。

セグメントごとの経営成績は次のとおりです。

（日本）

売上高は25,114百万円（前年同期比12.5％増）、セグメント利益は1,128百万円（前年同期は493百万円の損失）

となりました。

（米州）

売上高は36,609百万円（前年同期比11.1％増）、セグメント損失は194百万円（前年同期は967百万円の利益）と

なりました。

（アジア）

売上高は39,570百万円（前年同期比37.9％増）、セグメント利益は2,778百万円（同5,503.2％増）となりまし

た。

（中国）

売上高は23,836百万円（同3.1％増）、セグメント利益は2,307百万円（同36.2％減）となりました。

（欧州）

売上高は47,260百万円（同32.6％増）、セグメント損失は2,837百万円（前年同期は2,065百万円の損失）となり

ました。

一方、財政状態は次のとおりです。

総資産は、前期末に比べて19,091百万円増加し、245,158百万円となりました。

流動資産は、前期末に比べて8,391百万円増加し、110,445百万円となりました。主な要因は、原材料及び貯蔵品

の増加によるものであります。

固定資産は、前期末に比べて10,699百万円増加し、134,713百万円となりました。主な要因は、投資有価証券の

増加によるものであります。

負債は、前期末に比べて12,770百万円増加し、142,922百万円となりました。主な要因は、長期借入金の増加に

よるものであります。

非支配株主持分を含めた純資産は、前期末に比べて6,321百万円増加し、102,236百万円となりました。

 

(2) 経営方針・経営戦略等

当第３四半期連結累計期間において、当社グループが定めている経営方針・経営戦略等について重要な変更はあ

りません。
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(3) 優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題

当第３四半期連結累計期間において、当社グループが優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題について重要

な変更はありません。
 
(4) 研究開発活動

当第３四半期連結累計期間における当社グループの研究開発活動の金額は、3,833百万円であります。

なお、当第３四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

 

(5) 生産、受注及び販売の実績

当第３四半期連結累計期間における当社グループの生産、受注及び販売実績の内容については、「(1) 財政状態

及び経営成績の状況」をご覧ください。

 

３【経営上の重要な契約等】

当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 140,000,000

計 140,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末
現在発行数（株）
（2021年12月31日）

提出日現在
発行数（株）

（2022年２月８日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 65,287,701 65,287,701

東京証券取引所

名古屋証券取引所

各市場第一部

単元株式数

100株

計 65,287,701 65,287,701 － －

 

 

（２）【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

 

②【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（株）

発行済株式
総数残高
（株）

資本金
増減額
（百万円）

資本金残高
（百万円）

資本準備金
増減額
（百万円）

資本準備金
残高

（百万円）

2021年10月１日～

2021年12月31日
－ 65,287,701 － 5,427 － 5,168

 

（５）【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（６）【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、

記載することができないことから、直前の基準日（2021年９月30日）に基づく株主名簿による記載をしており

ます。

 

①【発行済株式】

    2021年12月31日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式  － － －

議決権制限株式（自己株式等）  － － －

議決権制限株式（その他）  － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式 24,100 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式 65,256,600 652,566 －

単元未満株式 普通株式 7,001 － １単元（100株）未満の株式

発行済株式総数  65,287,701 － －

総株主の議決権  － 652,566 －

 

②【自己株式等】

    2021年12月31日現在

所有者の氏名又
は名称

所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

武蔵精密工業

株式会社

愛知県豊橋市植田町

字大膳39番地の５
24,100 － 24,100 0.03

計 － 24,100 － 24,100 0.03

 

２【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について
当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について
当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間（2021年10月１日から2021

年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（2021年４月１日から2021年12月31日まで）に係る四半期連結財務諸

表について、EY新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：百万円）

 
前連結会計年度
(2021年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2021年12月31日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 24,143 25,641

受取手形及び売掛金 33,776 31,072

商品及び製品 8,309 10,751

仕掛品 8,077 9,111

原材料及び貯蔵品 21,417 26,720

その他 6,430 7,227

貸倒引当金 △102 △80

流動資産合計 102,053 110,445

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物 47,213 48,946

減価償却累計額 △24,197 △25,739

減損損失累計額 △293 △308

建物及び構築物（純額） 22,722 22,898

機械装置及び運搬具 223,359 234,200

減価償却累計額 △168,586 △179,141

減損損失累計額 △527 △656

機械装置及び運搬具（純額） 54,245 54,403

工具、器具及び備品 13,057 13,895

減価償却累計額 △9,315 △10,198

減損損失累計額 △15 △16

工具、器具及び備品（純額） 3,726 3,680

土地 7,488 7,509

建設仮勘定 14,065 16,363

有形固定資産合計 102,249 104,855

無形固定資産   

のれん 694 486

顧客関連資産 2,807 2,526

ソフトウエア 1,318 1,288

ソフトウエア仮勘定 36 7

その他 1,559 1,201

無形固定資産合計 6,416 5,509

投資その他の資産   

投資有価証券 9,749 16,657

出資金 777 945

長期貸付金 65 152

繰延税金資産 2,243 2,947

その他 2,556 3,700

貸倒引当金 △43 △56

投資その他の資産合計 15,348 24,348

固定資産合計 124,013 134,713

資産合計 226,066 245,158
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  （単位：百万円）

 
前連結会計年度
(2021年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2021年12月31日)

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 17,843 17,578

短期借入金 38,932 37,438

１年内返済予定の長期借入金 11,410 12,042

未払金 3,967 4,134

未払費用 7,614 6,249

未払法人税等 1,954 1,224

賞与引当金 2,054 1,367

役員賞与引当金 23 18

製品補償引当金 235 204

その他 5,826 6,358

流動負債合計 89,862 86,616

固定負債   

長期借入金 27,151 42,550

繰延税金負債 2,653 4,205

退職給付に係る負債 6,695 6,522

その他 3,788 3,027

固定負債合計 40,289 56,305

負債合計 130,152 142,922

純資産の部   

株主資本   

資本金 5,394 5,427

資本剰余金 3,093 3,126

利益剰余金 85,992 84,763

自己株式 △8 △8

株主資本合計 94,472 93,308

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 2,605 6,586

為替換算調整勘定 △11,581 △8,080

退職給付に係る調整累計額 △354 △130

その他の包括利益累計額合計 △9,330 △1,624

非支配株主持分 10,773 10,552

純資産合計 95,914 102,236

負債純資産合計 226,066 245,158
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

  （単位：百万円）

 
前第３四半期連結累計期間
(自　2020年４月１日
　至　2020年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　2021年４月１日
　至　2021年12月31日)

売上高 142,740 172,392

売上原価 124,652 152,063

売上総利益 18,088 20,328

販売費及び一般管理費 15,779 17,181

営業利益 2,308 3,147

営業外収益   

受取利息 242 264

受取配当金 109 190

為替差益 － 110

助成金収入 458 －

その他 216 283

営業外収益合計 1,026 849

営業外費用   

支払利息 490 444

為替差損 176 －

投資有価証券評価損 － 101

その他 198 165

営業外費用合計 865 711

経常利益 2,469 3,285

特別利益   

固定資産売却益 17 38

負ののれん発生益 877 －

債務取崩益 551 －

特別利益合計 1,445 38

特別損失   

固定資産売却損 2 8

固定資産除却損 35 159

減損損失 － 108

災害による損失 83 －

その他 － 5

特別損失合計 121 282

税金等調整前四半期純利益 3,793 3,041

法人税等 1,754 1,426

四半期純利益 2,039 1,614

非支配株主に帰属する四半期純損失（△） △504 △91

親会社株主に帰属する四半期純利益 2,544 1,706

 

EDINET提出書類

武蔵精密工業株式会社(E02237)

四半期報告書

10/19



【四半期連結包括利益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

  （単位：百万円）

 
前第３四半期連結累計期間
(自　2020年４月１日
　至　2020年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　2021年４月１日
　至　2021年12月31日)

四半期純利益 2,039 1,614

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 836 3,980

為替換算調整勘定 3,111 3,661

退職給付に係る調整額 △136 190

その他の包括利益合計 3,811 7,832

四半期包括利益 5,850 9,447

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 5,876 9,412

非支配株主に係る四半期包括利益 △25 34
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【注記事項】

（継続企業の前提に関する事項）

該当事項はありません。

 

（会計方針の変更）

（時価の算定に関する会計基準等の適用）

「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第30号　2019年７月４日。以下「時価算定会計基準」とい

う。）等を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準第19項及び「金融商品に関する会計

基準」（企業会計基準第10号　2019年７月４日）第44-２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基

準等が定める新たな会計方針を、将来にわたって適用することといたしました。なお、四半期連結財務諸表に

与える影響は軽微であります。

 

（収益認識に関する会計基準等の適用）

「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 2020年３月31日。以下「収益認識会計基準」という。）

等を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、約束した財又はサービスの支配が移転した時点で、当該財又は

サービスと交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識することといたしました。

これにより、顧客から製造のために使用する原材料等の支給を受け、加工を行ったうえで売り戻す取引（有償

受給取引）については、従来は原材料等の価格を含めた総額で収益を認識しておりましたが、売り戻し義務があ

る一部の原材料等の仕入価格を除いた純額で収益を認識することといたしました。

また、取引先に対し原材料等を支給し、外注加工を受けた後に買い戻す取引（有償支給取引）については、従来

は支給時点で棚卸資産の消滅を認識しておりましたが、当該取引において買い戻す義務を負っていることから、

第３四半期末時点において、取引先で保有する当該原材料等について棚卸資産として、債務を流動負債として認

識いたしました。

また、当社及び当社の国内連結子会社において、輸出取引における収益認識は、主に船積時に収益を認識してお

りましたが、インボイスに記載のインコタームズ等で定められた貿易条件に基づきリスク負担が顧客に移転した

時に、収益を認識することといたしました。

収益認識会計基準等の適用については、収益認識会計基準第84項ただし書きに定める経過的な取扱いに従って

おり、第１四半期連結会計期間の期首より前に新たな会計方針を遡及適用した場合の累積的影響額を、第１四半

期連結会計期間の期首の利益剰余金に加減し、当該期首残高から新たな会計方針を適用しております。ただし収

益認識会計基準第86項に定める方法を適用し、第1四半期連結会計期間の期首より前までに従前の取扱いに従っ

てほとんどすべての収益の額を認識した契約に、新たな会計方針を遡及適用しておりません。

この結果、当第３四半期連結累計期間の売上高が170百万円、売上原価が170百万円減少しており、棚卸資産が64

百万円、流動負債が64百万円増加しております。なお、利益剰余金の当期首残高への影響は軽微であります。また、

「四半期連結財務諸表に関する会計基準（企業会計基準第12号 2020年３月31日）第28-15項に定める経過的な

取扱いに従って、前第３四半期連結累計期間に係る顧客との契約から生じる収益を分解した情報を記載しており

ません。

 

 

（四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理）

（税金費用の計算）

当社及び国内連結子会社は、当連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理

的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算する方法によっております。

ただし、当該見積実効税率を用いて税金費用を計算すると著しく合理性を欠く結果となる場合には、法定実効

税率を使用する方法によっております。
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（追加情報）

（新型コロナウイルス感染症拡大の影響に関する会計上の見積り）

前連結会計年度の有価証券報告書の（重要な会計上の見積り）に記載した、新型コロナウイルス感染症拡大の

影響に関する仮定について、当第３四半期連結累計期間において、重要な変更はありません。

 

（連結納税制度からグループ通算制度への移行に係る税効果会計の適用に関する取扱い）

当社及び一部の国内連結子会社は、「所得税法等の一部を改正する法律」（令和２年法律第８号）において創

設されたグループ通算制度への移行及びグループ通算制度への移行にあわせて単体納税制度の見直しが行われた

項目については、「連結納税制度からグループ通算制度への移行に係る税効果会計の適用に関する取扱い」（実

務対応報告第39号2020年３月31日）第３項の取扱いにより、「税効果会計に係る会計基準の適用指針」（企業会

計基準適用指針第28号2018年２月16日）第44項の定めを適用せず、繰延税金資産及び繰延税金負債の額につい

て、改正前の税法の規定に基づいております。

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半

期連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）及びのれんの償却額は、次

のとおりであります。

 
前第３四半期連結累計期間
（自 2020年４月１日
至 2020年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自 2021年４月１日
至 2021年12月31日）

減価償却費 11,792百万円 12,490百万円

のれんの償却額 208 208
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（株主資本等関係）

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間（自 2020年４月１日 至 2020年12月31日）

１．配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2020年６月30日

定時株主総会
普通株式 684 10.5 2020年３月31日 2020年７月１日 利益剰余金

2020年11月４日

取締役会
普通株式 326 5.0 2020年９月30日 2020年12月１日 利益剰余金

 

２．基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間

の末日後となるもの

該当事項はありません。

 

Ⅱ 当第３四半期連結累計期間（自 2021年４月１日 至 2021年12月31日）

１．配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2021年６月22日

定時株主総会
普通株式 1,957 30.0 2021年３月31日 2021年６月23日 利益剰余金

2021年11月４日

取締役会
普通株式 979 15.0 2021年９月30日 2021年11月30日 利益剰余金

 

２．基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間

の末日後となるもの

該当事項はありません。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間（自 2020年４月１日 至 2020年12月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

       （単位：百万円）

 日本 米州 アジア 中国 欧州 合計
調整額
(注）１

四半期連結損
益計算書計上
額（注）２

売上高         

外部顧客への売上高 22,327 32,953 28,693 23,130 35,634 142,740 － 142,740

セグメント間の内部

売上高又は振替高
15,023 105 1,161 2,338 1,100 19,728 △19,728 －

計 37,350 33,059 29,854 25,469 36,735 162,468 △19,728 142,740

セグメント利益

又は損失（△）
△493 967 49 3,616 △2,065 2,074 233 2,308

（注）１．セグメント利益又は損失（△）の調整額233百万円は、セグメント間取引消去であります。

２．セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

「日本」セグメントにおいて、JMエナジー株式会社（現　武蔵エナジーソリューションズ株式会社）の

発行済株式の80％を取得し、同社を連結子会社としました。当該事象による負ののれん発生益の計上額

は、当第３四半期連結累計期間においては877百万円であります。なお、負ののれんの金額は第１四半期

連結会計期間において暫定的な会計処理を行っておりましたが、第２四半期連結会計期間に確定しており

ます。なお、負ののれん発生益の金額に修正は生じておりません。

 

Ⅱ 当第３四半期連結累計期間（自 2021年４月１日 至 2021年12月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

       （単位：百万円）

 日本 米州 アジア 中国 欧州 合計
調整額
(注）１

四半期連結損
益計算書計上
額（注）２

売上高         

外部顧客への売上高 25,114 36,609 39,570 23,836 47,260 172,392 － 172,392

セグメント間の内部

売上高又は振替高
19,374 141 1,474 1,828 1,624 24,443 △24,443 －

計 44,488 36,750 41,045 25,665 48,885 196,835 △24,443 172,392

セグメント利益

又は損失（△）
1,128 △194 2,778 2,307 △2,837 3,182 △34 3,147

（注）１．セグメント利益又は損失（△）の調整額△34百万円は、セグメント間取引消去であります。

２．セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

重要な事項はありません。

 

３．報告セグメントの変更等に関する情報

（会計方針の変更）に記載のとおり、第１四半期連結会計期間の期首より収益認識会計基準等を適用

し、収益認識に関する会計処理方法を変更したため、事業セグメントの利益又は損失の測定方法を同

様に変更しております。
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（収益認識関係）

顧客との契約から生じる収益を分解した情報

 

当第３四半期連結累計期間（自 2021年４月１日 至 2021年12月31日）

     （単位：百万円）

 日本 米州 アジア 中国 欧州 合計

本田技研工業株式会社

及びその関係会社
15,107 26,536 29,198 15,084 1 85,928

その他グローバルカスタマー 10,007 10,072 10,372 8,752 47,259 86,463

外部顧客への売上高 25,114 36,609 39,570 23,836 47,260 172,392

 

（１株当たり情報）

１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第３四半期連結累計期間
（自 2020年４月１日
至 2020年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自 2021年４月１日
至 2021年12月31日）

１株当たり四半期純利益 39円02銭 26円16銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益（百万円） 2,544 1,706

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純利益

（百万円）
2,544 1,706

普通株式の期中平均株式数（株） 65,208,835 65,252,342

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

 

 

 

 

２【その他】

2021年11月４日開催の取締役会において、当期中間配当に関し、次のとおり決議いたしました。

（イ）配当金の総額 ……………………………………… 979百万円

（ロ）１株当たりの金額 ………………………………… 15円00銭

（ハ）支払請求の効力発生日及び支払開始日 ………… 2021年11月30日

（注）　2021年９月30日現在の株主名簿に記載又は記録された株主に対し、支払いを行いました。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

2022年２月７日

武蔵精密工業株式会社

取締役会 御中

 

EY新日本有限責任監査法人

名 古 屋 事 務 所
 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 宮川 朋弘

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 田中 勝也

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 中岡 秀二郎

 

監査人の結論

当監査法人は、金融商品取引法第１９３条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている武蔵精密工業

株式会社の２０２１年４月１日から２０２２年３月３１日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（２０２１年１

０月１日から２０２１年１２月３１日まで）及び第３四半期連結累計期間（２０２１年４月１日から２０２１年１２月３

１日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益

計算書及び注記について四半期レビューを行った。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、武蔵精密工業株式会社及び連結子会社の２０２１年１２月３１日現在

の財政状態及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項が全

ての重要な点において認められなかった。

 

監査人の結論の根拠

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行っ

た。四半期レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責

任」に記載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社及び連結子会社から独立し

ており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入

手したと判断している。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者及び監査等委員会の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

四半期連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期連結財務諸表を作成することが適

切であるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に基づいて継続

企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

監査等委員会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。

 

四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責任

監査人の責任は、監査人が実施した四半期レビューに基づいて、四半期レビュー報告書において独立の立場から四半期

連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に従って、四半期レビューの過程を通じ

て、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・　主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の四半期レビュー

手続を実施する。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される

年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・　継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認め

られると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期連結財務諸表において、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、適正に表示されていないと信じさせる事項が認められないかどうか
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結論付ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、四半期レビュー報告書において四半期

連結財務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する四半期連結財務諸表の注記事項が適切でな

い場合は、四半期連結財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明することが求められている。監査人の結論は、

四半期レビュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、企業は継続企業として存続で

きなくなる可能性がある。

・　四半期連結財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成

基準に準拠していないと信じさせる事項が認められないかどうかとともに、関連する注記事項を含めた四半期連結財務諸

表の表示、構成及び内容、並びに四半期連結財務諸表が基礎となる取引や会計事象を適正に表示していないと信じさせる

事項が認められないかどうかを評価する。

・　四半期連結財務諸表に対する結論を表明するために、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手する。監査

人は、四半期連結財務諸表の四半期レビューに関する指示、監督及び実施に関して責任がある。監査人は、単独で監査人

の結論に対して責任を負う。

監査人は、監査等委員会に対して、計画した四半期レビューの範囲とその実施時期、四半期レビュー上の重要な発見事

項について報告を行う。

監査人は、監査等委員会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、並びに監

査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去又は軽減するためにセーフガードを講じて

いる場合はその内容について報告を行う。

 

利害関係

会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

以 上

 

（注）１．上記の四半期レビュー報告書の原本は当社（四半期報告書提出会社）が別途保管しております。

２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれておりません。

 

EDINET提出書類

武蔵精密工業株式会社(E02237)

四半期報告書

19/19


	表紙
	本文
	第一部企業情報
	第１企業の概況
	１主要な経営指標等の推移
	２事業の内容

	第２事業の状況
	１事業等のリスク
	２経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析
	３経営上の重要な契約等

	第３提出会社の状況
	１株式等の状況
	（１）株式の総数等
	①株式の総数
	②発行済株式

	（２）新株予約権等の状況
	①ストックオプション制度の内容
	②その他の新株予約権等の状況

	（３）行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等
	（４）発行済株式総数、資本金等の推移
	（５）大株主の状況
	（６）議決権の状況
	①発行済株式
	②自己株式等


	２役員の状況

	第４経理の状況
	１四半期連結財務諸表
	（１）四半期連結貸借対照表
	（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書
	四半期連結損益計算書
	第３四半期連結累計期間
	四半期連結包括利益計算書
	第３四半期連結累計期間
	注記事項
	セグメント情報


	２その他


	第二部提出会社の保証会社等の情報
	監査報告書

